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	３.実験結果
	図-3にシール材を設計目開き量δ1に圧縮した後の水膨潤時の接面応力の経時変化を示す。各ケースの接面応力は,シール材が膨潤することにより5～6カ月程度において約0.2MPaから徐々に増加し，0.55～0.65MPa程度で収束していることが分かる。シール材の水膨潤時の接面応力の増加率は約2～3倍程度であった。
	3) (社)日本トンネル技術協会：セグメントシール材による止水設計手引き，1997.1
	4) 加賀宗彦，松浦純子：軟質ゴムシール材の閉塞効果による止水メカニズム，土木学会トンネル工学研究論文・報告集第8巻，1998年11月

